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本書で使用するマークについて 

  

ノート: 操作方法や手順等の補足情報や注釈を説明しています。 

  

情報: 製品を利用する上で有効な豆知識となる説明をしています。 

  

警告: 製品仕様上注意が必要な事象について説明しています。 
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1.  はじめに 

1.1.  概要 

本ドキュメントでは、製品付属サンプル IOSample について解説します。IOSample では簡単なタ

グアクセス処理を C#プログラムで作成しています。 

具体的には 1 つのタグを周期的に読み込むサービス処理と、画面から任意のタイミングで値を書き

込む処理が定義されています。 

本サンプルを確認することで、所定のタグへの簡単なアクセス処理の実装例と、その動作を確認で

きます。また、ソースコード内のタグ定義を変更することでアクセスするタグを変更できるので、

他のサービスが生成したタグへの読み込み/書き込み処理の確認もできます。 

 

図 1. IOSample 画面 

1.2.  用語解説 

本ドキュメントおいて使用される用語・略称について説明します: 

表 1 用語集 

用語 説明 

INtime INtime for Windows: Windows と協調動作可能なリアルタイムカーネル拡張

ソフトウェアです。 

INtime Distributed RTOS(dRTOS): Windows OS を必要とせず、スタンドア

ロンで動作するリアルタイム OS です。 

RTA RealTime Application: リアルタイムアプリケーションの略称。INtime 上で

動作するローダブルプロセスの拡張子です。INtime 上で動作するローダブル

アプリケーションは、RTA という拡張子を持ちます。 

RSL Realtime Shared Library: リアルタイム共有ライブラリの略称。INtime 上で

アプリケーションがロード可能なライブラリです。Windows 上で使用される

DLL(Dynamic Link Library)のようなものです。RTA から使用されるライブラ

リインタフェース等は、こちらを使用して作成することができます。 

API Application Programming Interface: アプリケーションプログラミングイ

ンタフェースの略称。RT-edge ではデバイスへのアクセスインタフェースとし

て API ライブラリを提供しています。 
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用語 説明 

NTX INtime's Windows NT extension API: INtime 用 Windows NT 拡張 API の

略称。NTX 関数は Windows プログラムが INtime リアルタイム環境上で実行

するリアルタイムプログラムと通信を可能とする関数セットです。 

サービス/EgService RT-edge システムを構成する機能プロセス(rta/exe)です。 

タグ/EgTag 瞬時値データ値 1 つを示すオブジェクトです。ユニーク名とグローバルなスコ

ープを持ち、全ての EgService から読み書きが許されたオブジェクトです。タ

グは生成時にデータ型が確定され変更はできません。 

リンクタグ 同一名称のタグを重複生成した場合に自動的に別名称で生成されるタグを指

します。 

通常のタグと同様、グローバルなスコープを持ち、全ての EgService から読み

書きが許されたオブジェクトです。一つのタグに対し、異なるプロパティ情報

を定義したい場合に使用します。 

データセット/EgDataset タグ 1 つ以上の組み合わせでデータ並び順(データ構造)を定義する名前付きオ

ブジェクトです。 

コレクタ/EgCollector データセットに定義されたデータ構造に従って、同時刻のバイナリデータ列で

生成し、データレコードとしてメールボックスに送信するオブジェクト（スレ

ッド）です。 

メールボックス/EgMailBox 時系列なデータセット、または時系列メッセージを FIFO で蓄えることができ、

また受信イベントとして処理できるオブジェクトです。 

メッセージ メールボックスで扱われる 1 レコード分のデータ、またはサービス間のコマン

ド、応答の電文です。 

フレームワーク フレームワークは、アプリケーションが API を組み合わせて実装するよくある

処理ついてマクロ化、自動化したものでサービス定義 XML の記述により自動

処理させることができます。 

サービスコンフィグファイル RT-edge フレームワークが、タグやメールボックスなどの RT-edge オブジェ

クトの生成やサービスの起動を自動処理するための定義を記述した XML 型式

のファイルです。 

入力 RT-edge システムを中心に見た場合、外部の情報を RT-edge システムへ取り

込む方向性のデータの流れを意味します。 

出力 RT-edge システムを中心に見た場合、RT-edge システムが持つデータを外部

に書き出す方向性のデータの流れを意味します。 

RTCD Realtime Common Data の略称。RT-edge システム上で最もベースとなる共

有データ構造機能です 

RT-edge Object RT-edge システム上で使用可能なオブジェクト群（機能群）の総称です。 

例えば、センサーや装置から収集したデータをアプリケーション間で受け渡し

を行う場合に使用するタグ、 アプリケーション間でメッセージのやり取りを

行う場合のメールボックス等、アプリケーション間でデータの受け渡しを行う

ケースにおいて利用されるオブジェクトです。 

RT-edge Object は Windows アプリケーション間、INtime®アプリケーショ

ン間、Windows-INtime®アプリケーション間いずれの場合も利用可能です。 

RSI-ECAT-Master INtime 向け EtherCAT Master Stack です。 

（本書では RSI-ECAT と省略する場合もあります。） 
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1.3.  関連資料 

名称 ファイル名 内容 

ユーザーズマニュアル DOCRTEDGEUSR.pdf RT-edge システム全般的な内容

の説明が記載されています。 

サービス作成マニュアル DOCRTEDGESRV.pdf サービスの作成方法、及びサー

ビス開発環境構築手順の説明が

記載されています。 
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2.  処理内容 

2.1.  プログラム構成 

IOSample.exe は特定のタグから定周期で値を読み取るユーザーサービスです。 

以下のプログラム構成となっています。 

 

図 2. プログラム構成図 

表 2. プログラム構成オブジェクト解説 

名称 定義ファイル 内容 

UI Thread MainWindw.xaml/ 

MainWindow.xaml.cs 

画面表示処理/ボタンクリックなどのイベントハンドリングを

行います。 

プログラムの最初に MainWindow クラスコンストラクタが実行

され、各画面オブジェクトの初期化処理、RT-edge を使うため

の初期化処理を行っています。 

ま た 、 ThreadOutService か ら の 値 更 新 イ ベ ン ト

(RefleshEvent)を購読し、受信したときには、画面上に表示し

ます。 

ThreadAutoCycle edgeCode.cs ThreadOutService スレッドへ、処理実行のトリガーをかける

スレッドです。 

SERVICE.IOSample.Cycle で設定された周期にてトリガーを

かけます。 

ThreadOutService edgeCode.cs タグからのデータ読み込み処理を実行します。 

読込んだデータは値更新イベント (RefleshEvent)で UI 

Thread に通知します。 

hOutTrigSem edgeCode.cs ThreadOutService スレッドが待機するセマフォです。 

ThreadAutoCycle スレッドはこのセマフォを使って

ThreadOutService スレッドに動作タイミングを通知し

ます。 

IOSampe.exe 

ThreadAuto

Cycle 

UI Thread 

ThreadOut 

Service 

 
定周期でトリガー 

データ読込み:EgTagRead データ書き込み:EgTagWrite 

読み込み値の通知: RefleshEvent 

S 

hOutTrigSem 

RT-edge Object Tag Tag 
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2.2.  アクセスするタグ 

デフォルトでは以下となっています。ソースコードを変更しビルドすることでアクセスするタグを

変更できます。 

表 3. デフォルトでアクセスするタグ一覧 

名称 内容 

SERVICE.IOSample.WriteTest 画面上で指定した値がかかれるタグです。 

IOSample 起動時に生成します。 

SERVICE.IOSample.Live 周期的に読み込むタグです。 

IOSample 起動時に生成します。 

2.3.  IOSample サービスコンフィグファイル 

IOSample.exe 用のサービスコンフィグファイル IOSampe.xml です。 

表 4. IOSample サービスコンフィグファイル定義一覧 

名称 デフォルト 内容 

SERVICE.IOSample.Cycle 500 タグ読込み周期です。 

具体的には、ThreadAutoCycle の動作周期です。 

単位は msec です。（Windows で生成する周期の為、リア

ルタイム性はありません） 

SERVICE.IOSample.AutoRun 0 サービス起動時にタグリフレッシュ処理を自動開始す

るかの設定です。1 に設定すると IOSample 起動時にタ

グ読み込みが自動で開始されます。0 に設定すると、画

面上の Start ボタンによって開始します。 

1:自動開始 / 0:手動開始 

 

 
IOSample を終了しても、IOSample が生成したタグ情報は残ります。そのため手動で再

起動（IOSample.exe ダブルクリックで起動）した場合、前回起動時のタグ値を読み取り

ます。 

これは、例えば IOSample を終了後 Cycle プロパティを変更して再度手動で起動しても、

Cycle プロパティへの変更は反映されず、前回の設定値になることを意味します。変更を

反映させるには、RT-edge システム（EgBoot の再起動）の再起動してください。 
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3.  実行 

3.1.  起動方法 

1) IOSample プロジェクトの Release フォルダにある「IOSample.exe/IOSample.xml」を

RT-edge インストールパスへコピーします。 

 

図 3. IOSample の配置 

 

2) EgBoot.xml(サービスコンフィグファイル)の Services エレメントに IOSample.exe を定義

します。定義方法の詳細については、別紙ユーザーズマニュアルを参照ください。 

  <Services> 
    <Service Name="EgBoot"> 
    </Service> 
    <Service Name="EgLog" Path="EgLog.exe" Argument="DispNumMax=500"> 
    </Service> 
    <Service Name="EgTime" Path="EgTime.exe"> 
    </Service>   
    <Service Name="IOSample" Path="IOSample.exe"> 
    </Service>        
  </Services> 

図 4. IOSample.exe の定義 

 

3) EgBoot.exe を起動します。（すでに起動している場合は、一旦終了させたのち起動させます） 

4) IOSample.exe が自動的に起動します。 
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3.2.  画面説明 

 

 

図 5. IOSample 画面説明 

3.3.  確認方法 

読み込み値、書き込み結果が正しいかを確認するには、EgBrow.exe を使います。EgBrow.exe は

RT-edge インストールパスに配置されています。 

 

図 6. EgBrow.exe 配置場所 

 

EgBrow.exe では RT-edge システムで生成されているタグの一覧をモニタリングできます。これ

を使い、IOSample でアクセスするタグの現在値を確認し、IOSample 上の表示と一致するかを

確認します。 

  

定周期読み込みの開始/停止 

書き込み対象のタグ 

読み込み対象のタグ 読み込んだ値 

書き込む値 

指定値の書込み 
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■ 読み込み値の確認 

読み込んでいるタグの値が同じであるか確認します。 

 

図 7. 読み込み値の確認 

 

上記例では、IOSample は「SERVICE.IOSample.Live」を定周期で読み込んでいます。ある瞬間に

値が 110 であったとき、EgBrow でも確認したとき同じく 110 となっています。問題なく読み込め

ていることが確認できます。 

 

■ 書き込み値の確認 

画面から指定した値が EgBrow 上の表示と同じであるかを確認します。 

 

図 8. 書き込み値の確認 

 

上記例では、IOSample は「SERVICE.IOSample.WriteTest」へ値 1234 を書いています。Write ボ

タンを押した後に、EgBrow 上での値が確認すると、1234 となっています。問題なく書き込めてい

ることが確認できます。 

 

同じ値かを確認 

同じ値かを確認 
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3.4.  終了方法 

画面右上の×ボタンで終了します。処理としては Closing イベントハンドラにてサービス終了処理

を実行します。 

 

図 9. IOSample 終了 

 
IOSample を終了しても、IOSample が生成したタグ情報は残ります。そのため手動で再

起動（IOSample.exe ダブルクリックで起動）した場合、前回起動時のタグ値を読み取り

ます。 

これは、例えば IOSample を終了後 Cycle プロパティを変更して再度手動で起動しても、

Cycle プロパティへの変更は反映されず、前回の設定値になることを意味します。変更を

反映させるには、RT-edge システム（EgBoot の再起動）の再起動してください。 

 

  

終了 
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4.  アクセスタグの変更方法 

4.1.  変更場所 

アクセスするタグを変更するには MainWindow.xaml.cs の定義を変更します。 

EgBrow で表示されるタグは全て定義できます。 

表 5. アクセスタグ定義 

ファイル名 行数 変数名 デフォルト値 

MainWindow.xaml.cs 40 行目 TAG_INPUT_VALUE SERVICE.IOSample.Live 

 45 行目 TAG_OUTPUT_VALUE SERVICE.IOSample.WriteTest 

 

 

図 10. アクセスタグ定義位置 

4.2.  変更方法 

変更には IOSample.exe のリビルドが必要になります。そのため事前に、開発環境設定が行われているか確

認してください。具体的な設定はサービス作成マニュアル内の開発環境設定の章を参照ください。 

 

1) EgBrow を起動し、生成済みのタグの一覧を表示させます。 

2) IOSample からアクセスさせるタグを、一覧から探し名称を控えておきます。(この後の手順

で IOSample.exe ソースコード内に定義します。) 

 

図 11. 変更するタグの選択 

例) 読み込みタグ: SERVICE.EgBoot.Live / 書き込みタグ: EDGSYSTEM.LogLostCnt 

読み込むタグとする 

書き込むタグとする 
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3) IOSample プロジェクトを Visual Studio で開きます。 

4) ソリューションエクスプローラー > 参照設定 を開き、egapiWrap.dll を参照設定に追加し

ます。 
 

IOSample プロジェクトの参照設定は、デフォルトで RT-edge が C ドライブ直下にイン

ストールされているとして参照設定がされています。 

そのため、C ドライブ直下にインストールしている場合は、egapiWrap.dll への参照は

不要となります（設定済みなので） 

5) MainWindow.xaml.cs を開きます。 

6) TAG_INPUT_VALUE に定周期で読み込みたいタグを定義します。 

7) TAG_OUTPUT_VALUE に書き込みたいタグを定義します。 

 

図 12. アクセスするタグへ変更 

 

8) IOSample プロジェクトをビルドします。 

9) IOSampe.exe が起動している場合は終了させます。同時に EgBoot.exe も終了させます。 

10) 生成された IOsample.exe を RT-edge インストールパスへコピーします。 

11) EgBoot.exe を起動します。 

12) 画面を操作し、目的のタグにアクセスできるかを確認します。 

  

読み込むタグへ変更 

書き込むタグへ変更 

MainWindow.xaml.cs を開く 
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図 13. 変更後の画面 

 
 

VisualStuio からデバッグ実行する場合は、Debug フォルダに以下のファイルを配置して

ください。配置していない場合、EgInit()コールで失敗します。これらのファイルは RT-

edge インストールフォルダ内に格納されています。 

eghgapiWin.dll / egosdepntx.dll / egRTCDntx.dll 

 

図 14. デバッグ実行時の DLL 配置 

 

 

タグ名称が変更されている 

タグ名称が変更されている 
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